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図表出典

【Ⅰ -１】

図１　丹羽 2016a に加筆・改変

図２・10・11・表１　筆者作成

図３　水野 1942 に加筆し転載

図４　３・４の画像は筆者撮影（京都大学総合博物館）、それ以外の図・画像は表１記載の出典より転載

図５　７の図・画像は筆者実測・撮影（國立全州博物館）、それ以外の図・画像は表１記載の出典より転載

図６　11 の画像は筆者撮影（山西青銅博物館）、それ以外の図は表１記載の出典より転載

図７　画像は筆者撮影（山西青銅博物館）、図は山西省考古研究所 1993 より転載

図８　図・画像は表１記載の出典より転載

図９　右側の画像は筆者撮影（新疆文物考古研究所）、それ以外の図・画像は新疆文物考古研究所 2016 より転載。
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【Ⅰ -２】

図１　筆者撮影（山西青銅博物館　2019 年 10 月）　　

図２　奈良県立橿原考古学研究所附属博物館 2009　51 頁に加筆して転載  　

図３・表１　筆者作成

【Ⅰ -３】

図１　久保 1999 を一部改変　

図２　網 1996 を一部改変 　

図３　奈良文化財研究所提供（奈良文化財研究所 2004 掲載画像）

表１　筆者作成

【１-４】

図１　2019 年 10 月　二里頭遺址夏都博物館展示室にて筆者撮影

図２　2009 年６月　北京大学塞克勒考古与芸術博物館展示室にて筆者撮影

図３　2011 年７月　洛陽博物館展示室にて筆者撮影

図４　2016 年７月　和泉市久保惣記念美術館にて筆者撮影

図５　2018 年７月　晋国古都博物館展示室にて筆者撮影

図６　2010 年１月　河南省文物考古研究所（当時）新鄭工作站にて筆者撮影

図７　廉 2020 に加筆

【Ⅰ -５】

図１・２・３　筆者（長柄）撮影

表１　筆者（長柄）作成

【Ⅰ -８】

図１・表１：筆者（丹羽）作成    

図２　以下の図を再トレース（石田蓮氏）

　１・２・３：奈良国立文化財研究所 1989　PL.29　１・２・３

　４・５・６：奈良国立文化財研究所 1984　fig.30  ３・５・６

　７・８・９：奈良国立文化財研究所 1997　Pl.58  ４・５・６

　10・11：奈良国立文化財研究所 1995　Pl.228　１・５　

　12・13・14・15：奈良国立文化財研究所 2001　fig.21  21・23・24・26

　16・17：清野ほか 2001　図 161　６・７

　18・19・20：奈良文化財研究所 2024　PL.65　１・２・４

図３・４・６・表２：筆者（森）作成

図５　図：奈良国立文化財研究所 1984　fig.30  ５、画像：筆者（森）撮影

【Ⅱ -１】

図１・９、表１・２　筆者作成

図２　湖北省博物館（編）2007 を改変の上、転載

図３・４　筆者作成（丹羽 2008a を改変）

図５・８　湖北省文物考古研究所ほか 2018、湖北省文物考古研究所ほか 2019 および筆者撮影画像をもとに筆者作成

図６・７　筆者撮影画像・筆者作成図をもとに筆者作成

【Ⅱ -２】

図 1　丹羽 2021c より引用

図２・４・表１　筆者作成

図３　筆者作成（図は、山西省考古研究所 1994a、山西省考古研究所・山西博物院・長治市博物館 2010、山西省考古研究所・

太原市文物管理委員会 1996 より引用、画像は山西博物院にて筆者撮影（2019 年 10 月））　　




